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○橋梁の点検支援技術について、フィールドテストを通して性能等を整理し、性能カタログをR4.9に拡
充（R4.9時点：114技術掲載※）

○令和４年度より、直轄国道の橋梁の定期点検業務において大幅な効率化が期待できる項目につ
いて点検支援技術の活用を原則化。その際、本カタログに掲載された技術の中から基本的に選定。

○引き続き、技術公募・フィールドテストを踏まえ性能カタログを拡充

【今後の取り組み】
○引き続き技術公募・フィールドテストを踏まえ性能カタログを拡充

公募対象技術の検討

技術公募

フィールドテスト

性能カタログ拡充

【検討の流れ】
【令和４年度までの取組】
■公募対象技術のリクワイヤメントを検討

■技術公募～フィールドテスト

■性能カタログの作成・拡充

現場実装

画像計測（47技術） 計測・モニタリング（44技術）非破壊検査（23技術）

橋脚付近の
河床高

洗掘量

河床高

水面

下
部
工
（
イ
メ
ー
ジ
）

水中ドローン

※トンネルと共通のデータ収集・通信技術を除く

ドローンによる状態の把握

水上ドローンによる状態の把握

非破壊検査による鋼材の破断の検出

AEセンサを利用したPCグラウト充填把握

水中ドローンによる洗掘調査

光ファイバによる橋梁モニタリング

【R2-1】 橋梁の点検支援技術
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直轄国道における点検支援技術の活用原則化の拡充について

2

○ 令和４年度より、直轄国道の橋梁とトンネルの定期点検業務において、点検業務の大幅な効率化が期待
できる項目について、点検支援技術の活用を原則化。

○ 令和５年度より、橋梁点検業務の原則化項目を拡充し、更なる点検の効率化を促進。

○ この取り組みにより、地方公共団体など他の道路管理者における新技術活用を促すとともに、民間企業に
おける技術開発が進むことも期待

活用例

【活用を原則とする項目（橋梁）】

• 近接目視による状態の把握が困難な箇所での写真撮影・記録

• ３次元写真記録

• 機器等による損傷図作成

• 水中部の河床、基礎、護床工等の位置計測

• 斜面上に築造された下部構造本体及び斜面の点群データ取得（形状把握） 【Ｒ５拡充】

※現在、Ｒ４年度公募分のとりまとめ中であり、その結果に応じ追加の可能性あり

点群データ取得
(秩父橋：R1直轄診断)

被災例

斜面崩壊・橋脚流出被災前

斜面上の下部工の被災
（戸下大橋：H28熊本地震）



【R2-2】 トンネルの点検支援技術

○ トンネルの点検支援技術について、フィールドテストを通して性能等を整理し、性能カタログを拡充
（R4.9時点：52技術掲載※）

○令和４年度より、直轄国道のトンネル定期点検業務において大幅な効率化が期待できる項目につ
いて点検支援技術の活用を原則化。その際、本カタログに掲載された技術の中から基本的に選定。

○引き続き、技術公募・フィールドテストを踏まえ、性能カタログを拡充

公募対象技術の検討

技術公募

フィールドテスト

性能カタログ拡充

【検討の流れ】

現場実装

【今後の取り組み】
○引き続き技術公募・フィールドテストを踏まえ性能カタログを拡充

【令和４年度までの検討内容】
■公募対象技術のリクワイヤメントを検討

■技術公募～フィールドテスト

■性能カタログの拡充

画像計測
（22技術）

計測・モニタリング
（11技術）

非破壊検査
（19技術）

※橋梁と共通のデータ収集・通信技術を除く

走行型画像計測技術による覆工表面の
画像計測状況

ハンマ打撃時の反力からボルト等の緩み
の有無を把握する技術 附属物の挙動監視センサ
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【R2-3】 軽量で耐久性に優れる新しい横断歩道橋の床版技術

技術公募
（R1.12.11~R2.1.14）

要求性能等の検討

実際の工事を通じた検証

○歩道橋床版の性能確認
マニュアル(案) 作成

【検討の流れ】

○性能評価案等の作成
○応募技術の要求性能確認（防水・排水技術を含む）
○試行工事を踏まえ、性能評価案を決定
○「歩道橋床版の性能確認マニュアル（案）」のとりまとめ

R2,3年度

R1年度 ○軽量で耐久性に優れる新しい横断歩道橋の床版技術

■技術公募

○軽量で耐久性に優れる新しい横断歩道橋床版技術について、求める性能、性能を確認する方法
を定めた「歩道橋床版の性能確認マニュアル（案）」を作成。

○ Ｒ５年度以降、直轄国道の横断歩道橋詳細設計においては、「歩道橋床版の性能確認マニュア
ル(案)」を用いて、従来技術に新しい床版技術を加え、比較検討することを原則化し現場実装。

R3年度～

公募対象技術のリクワイヤメント 応募技術数

腐食しない又は腐食しにくい高耐久性を有する床版

従来の床版よりも軽量な床版

従来の床版よりも安価な施工・維持管理できる床版
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R4年度

現場実装
設計において、新技術を含めた

比較検討を原則化

R5年度～

【今後の取り組み】

 「歩道橋床版の性能確認マニュアル（案）」を周知。
 直轄国道の横断歩道橋詳細設計において新しい床版技術を含めた比較検討を原則化。
 現場での活用状況を踏まえ、必要に応じマニュアル（案）を改訂。

■要求性能等の検討、実際の工事を通じた検証

ＦＲＰ床版の設置例
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○ 「歩道橋床版の性能確認マニュアル(案)」を作成
 横断歩道橋の新設又は修繕における設計及び施工にあたって、床版技術の選定及び調達に
おいて確認すべき事項や、確認する際の留意点等を参考として示したもの。

○直轄国道における横断歩道橋詳細設計において、 「歩道橋床版の性能確認マニュアル(案) 」を
用いて、従来技術に新しい床版技術を加え、比較検討することを原則化。

【R2-3】 軽量で耐久性に優れる新しい横断歩道橋の床版技術

目次

第１章 一般
１.１ 適用の範囲
１.２ 性能説明書作成の目的
１.３ 性能説明書の構成
１.４ 確認すべき性能と前提条件
１.５ 性能の確認方法

第２章 性能説明書（設計編）
２.１ 材料の特性の確認
２.２ 耐荷機構の確認
２.３ 耐荷力の確認
２.４ 耐久性能の確認
２.５ 第三者被害の生じにくさの確認
２.６ 歩道橋利用者の快適性・安全性の確認

第３章 性能説明書（施工編）
３.１ 製作時の施工品質の確認
３.２ 架設時の施工品質・施工計画等の確認

第４章 性能説明書（維持管理編）
４.１ 維持管理の確実性・容易さの確認
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歩道橋床版の性能確認
マニュアル（案）に基づき
性能説明書を作成

歩道橋床版の性能確認マニュアル(案)の活用フロー（案）

発注者
（道路管理者）

受注者
（設計コンサル）

（
新
し
い
歩
道
橋
床
版
技
術
）

技
術
開
発
者

確認マニュアル（案）、
記入要領（案）の提示

技術の要求性能などの確認

回答
（性能説明書の提出）

工事

協議

※本フローは、確認マニュアル（案）の活用の概念を示したものであり、
受発注者の責任分担などを正確に表現しているものではない。

歩道橋詳細（新設・修繕）設計業務

【検討内容】
・従来技術（デッキプレート床版など）に、新しい材料
や構造形式を用いた軽量な床版技術を加え、コスト
のみでなく、施工性、工期などを含めた総合的な比
較検討を実施して選定。

・今回作成した「歩道橋床版の性能確認マニュアル
（案） 」に基づき、新しい歩道橋床版技術の性能を確
認。
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【R2-4】 新たな道路照明技術

○道路照明施設の安全性を向上させるとともに、維持管理の省力化、コストの低減等を図ることを
目的に、新たな道路照明技術の検証を実施。

○技術公募で提案のあった技術について、技術検証（フィールドテスト）を実施するとともに、道路照
明施設設置基準、ガイドライン等の改定に向けた検討を実施

技術公募

令和元年度 R1.10.11~R1.10.31

令和２年度 R2.9.7~R2.10.30

フィールドテスト

性能指標、有効性に関する
技術検証

技術基準等の改定案の検討

【検討の流れ】

機器仕様書案の検討

R3～4年度

R1・2年度

【今後の取り組み】
○道路照明施設設置基準、仕様書等の改定を行う。
○センサー制御照明等の現場実装を行い、消費電量削減のための検証を行う。

【令和４年度までの検討内容】
〇 新たな道路照明技術に係る基礎データの収集を目的とした技術公募を実施（R１・２年度）
〇 技術公募の検証及びフィールドテストを実施し、新たな道路照明技術を導入するための技術基
準及び仕様書改訂案を作成した。（R3・４年度）

期待する効果・技術イメージ

経済性の向上
イニシャルコスト、消費電力量、点検・診断等にかかるコ
スト、灯具の交換回数等の削減により、ライフサイクルコス
トの縮減が期待される技術

照明施設の安全性の向上
腐食や損傷等による道路照明の落下事故や倒壊事故
が起きにくい構造等、道路照明施設自体の安全性の向
上が期待される技術

メンテナンスの効率化

灯具交換・修繕等における通行規制等が不要又は低
減されるなど、労力・時間等の軽減、一般交通への影響
の低減、耐久性・耐候性の向上等が期待される技術

センシング技術により車両等を検知したときのみ点灯する照明

低位置に設置された照明

公募結果

令和元年度 ２４件（応募者数：１３社） 有望な技術 低位置照明など、９技術
令和２年度 ４５件（応募者数：２０社） 有望な技術 センサー制御照明など、３０技術
（令和４年度に追跡調査（フォローアップ）を実施）

現場実装

R4年度

R4年度

R3～4年度
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【R2-4】 新たな道路照明技術

○道路照明施設設置基準・ガイドライン・器材仕様書の改訂案を作成
公募した技術の調査及び期待する効果・技術の検証（フィールドテスト）を行い、確認した性能指標、有効性に関

する技術について検討し、現行基準の改訂案を作成とりまとめたもの

○今後、本改訂案を基に道路照明施設設置基準、仕様書等の改定を行う予定

■道路照明施設設置基準・同解説の改訂
〇連続照明の性能指標の改訂
低位置照明の導入記載

〇局部照明の交差点及び運用
センシング技術により車両検知し点灯する
照明の記載

〇トンネル照明の性能指標の改訂
プロビーム方式の導入記載

・今後、基準の改定に合わせて、日本道路協会が道路照明
施設設置基準・同解説の改訂について検討を行い、この改訂
を受け順次関連する「LED道路・トンネル照明導入ガイドライ
ン（案）」・「道路・トンネル照明器材仕様書」の改訂を行う。
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【R2-5】 繊維補強コンクリート床版技術

○ 疲労や水の影響を受けにくく、高耐久性を有する繊維補強コンクリートを用いた道路橋の床版技術に

ついて、要求性能、要求性能を確認する方法を検討。

○ 応募技術や試行工事による検証等を通じ、繊維補強コンクリート床版技術の要求性能、

要求性能の確認手法を定めた導入要領（案）を策定

■求める性能、性能確認方法の検討

・技術公募も活用した

求める性能の検討、判定方法の検討

・技術保有者が実施する性能確認方法の確認

■技術公募（土木研究所と企業等の共同研究）

・「短繊維補強コンクリートを用いた橋梁床版の

耐久性向上技術に関する共同研究」（R2～R4）

・各種提案技術を評価できる共通的な試験方法の検討

・技術公募による試行工事を活用した求める性能の検証、

確認手法の策定

■導入要領（案）の策定

技術公募
（R2.2.26~R2.3.26）

求める性能や
性能確認方法の検討

試行工事を通じた検証

R元年度

R2・R３年度

R3年度

繊維補強コンクリート床版技術の
導入要領（案）の策定

【検討の流れ】 【令和４年度までの検討内容】

R4年度

現場実装
設計において、新技術を含めた

比較検討を原則化

R5年度～

【今後の取り組み】

 導入要領（案）を周知。
 直轄において、道路橋詳細設計（床版更新）での新しい床版技術を含めた比較検討を原則化。
 現場での活用状況を踏まえ、必要に応じ導入要領（案）を改訂。

共同研究の内容 応募技術数

①短繊維補強コンクリートの
道路橋床版の補修補強への適用を検討

５
②短繊維補強コンクリートを用いた

橋梁床版の更新技術の開発

繊維補強コンクリート床版の架設状況
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○ 「導入要領（案） 」を作成
 公募した技術について性能を確認したうえで、高強度繊維補強コンクリート床版技術に求める
性能、性能を確認する方法を定めるとともに、技術開発者が性能説明書として発注者等に提
示できる作成様式などをまとめたもの

【目次】
第１章 適用範囲等
１．１ 導入要領（案）の適用範囲
１．２ 導入要領（案）の具体の活用例
１．３ 性能の確認における導入要領（案）の使用方法

第２章 高強度繊維補強コンクリート床版技術の提案者に対する確認事項
２．１ 設計に関する確認事項
２．１．１ 使用材料に求める事項の確認
２．１．２ 繊維補強コンクリートの設計用値の確認
２．１．３ 床版設計における共通事項の確認
２．１．４ 耐荷性能の確認
２．１．５ 疲労に対する耐久性能の確認
２．１．６ 内部鋼材の腐食に対する耐久性能の確認
２．２ 施工に関する確認事項
２．２．１ プレキャスト床版の施工品質の確認
２．２．2 プレキャスト床版およびプレキャスト床版接合部の施工性の確認
２．２．3 プレキャスト床版接合部の施工品質の確認
２．３．維持管理に関する確認事項
２．３．１ 維持管理の確実さの確認

【付録】
・技術の提案者が技術の性能を説明するための性能説明書の作成様式例

【R2-5】 繊維補強コンクリート床版技術

（現在とりまとめ中）
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○直轄国道における道路橋詳細設計（床版更新）において、 「導入要領（案） 」を用いて、従来技術
に加え、新技術の床版技術を比較検討することを原則化

【R2-5】 繊維補強コンクリート床版技術

導入要領（案）に基づき
性能説明書を作成

道路橋詳細設計業務
※当面、直轄では床版更新を検討する業務を想定

発注者
受注者

(設計コンサルタント)

技術開発者

（繊維補強コンク
リート床版技術）

【検討内容】
・従来技術（ＲＣ床版、ＰＣ床版）に加え、繊維補強
コンクリート床版技術を含めた、コストのみでなく、
施工性、工期等を含めた総合的な比較検討を実施。
・今回策定する「導入要領（案）」に基づき、
繊維補強コンクリート床版技術の性能を確認。

導入要領（案）の提示
技術の性能等の確認

回答
（性能説明書の提出）

工事

協議

※本フローは、導入要領の活用の概念を示したものであり、
受発注者の責任分担などを正確に表現しているものではない。
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■技術公募

【R2-6】 はく落の発生を抑制するとともにはく落の予兆を発見しやすい覆工技術

○ 利用者被害につながるトンネル覆工のはく落について、はく落発生抑制等トンネル覆工技術の性能及び性能を確認する方法
を整備

○ 令和４年度は、はく落発生抑制技術の使用にあたっての留意点をまとめたガイドライン（案）を作成
○ 今後は、直轄国道におけるトンネル詳細設計おいて、本ガイドライン（案）を参考にはく落抑制技術の導入を検討することを原

則化

検証方法の検討

技術公募
(R3.1.15~R3.2.18)

応募技術の選定
試験方法等の策定

検証試験の実施・とりまとめ
技術の一覧表の作成

【検討の流れ】

R3年度

R2年度

R2年度

ガイドライン（案）の検討・とりまとめ

R4年度

○トンネル覆工への影響に関する確認方法の検討
○はく落発生抑制等トンネル覆工技術の要求性能評価方法の検討

【今後の取り組み】
○ 直轄国道におけるトンネル詳細設計において、本ガイドライン（案）を参考にトンネル覆工へ
のはく落抑制技術の導入を検討することを原則化

○新設トンネルにおけるはく落発生抑制等に資するトンネル覆工技術に関する技術公募

【令和４年度までの検討内容】

■検証方法の検討

（写真）はく落跡

○性能および性能を確認する試験方法等の検討
○応募された技術内容の確認（検証試験を含む）及び検証結果とりまとめ、技術の一覧表の
作成

■検証試験の実施

技術区分 対象
技術数分類 細目

材料添加 繊維補強 3

表面被覆
繊維シート＋接着剤 3

表面被覆樹脂 5

表面シート埋込 1

○検証試験結果等をとりまとめたガイドライン（案）を作成

■ガイドライン（案）作成

導入促進

（写真）検証試験結果の例
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○はく落発生抑制技術の使用にあたっての留意点をまとめたガイドライン（案）を作成
 公募した技術について性能を確認。これを踏まえ、現時点における各技術の基本的な性能等を
紹介するもの

 各性能試験結果の解釈方法、並びにはく落抑制技術を導入した場合の維持管理費の試算結
果を合わせて掲載

 トンネル工事の発注者、設計者、施工者が技術を選定する際の参考となる資料としてとりまとめ
○直轄国道におけるトンネル詳細設計において、本ガイドライン（案）を参考にトンネル覆工へのはく
落抑制技術の導入を検討することを原則化

第1章 概要
• 本ガイドラインの位置付け
• はく落発生抑制対策の導入意義

第2章 対象技術
• 技術公募の概要
• 対象技術の分類

第3章 技術の確認項目
• 要求性能等の確認方法と目的
第4章 技術の確認結果
• はく落発生抑制技術を使用する際の参考となるように、公募された
技術の特徴や使用時の留意事項を一覧表で整理

• 一覧表に掲載した項目（要求性能やカタログ値等）の読み方（評価
の仕方）

【R2-6】 はく落の発生を抑制するとともにはく落の予兆を発見しやすい覆工技術

13



【今後の取り組み】

 「防災道の駅」の管理者等に導入ガイドライン（案）を周知し、新技術導入を促進
 必要に応じ導入ガイドライン（案）を改訂

 発電・蓄電、通信に関する技術動向調査
 公募技術の要求性能や性能確認方法案
の検討

【R2-7】 道の駅等の防災拠点の耐災害性を高める技術

○情報通信機能や電源を安定的に確保するなど、大規模災害発生時においても適切な管理が可能
となるよう道の駅等の防災拠点の耐災害性を高める新技術を導入

○公募した技術の性能を確認し、各技術の基本性能等を紹介する「導入ガイドライン（案）」を作成
○ 「防災道の駅」の管理者等に周知し、新技術の導入を促進

要求性能等の検討

リクワイヤメントに関する意見公募
(R3.9.8～R3.9.30)

技術公募
(R3.11.24～R3.12.27)

性能確認試験
(R4.8～R4.10)

【検討の流れ】

導入促進

R3年度

R2年度

【令和４年度までの検討内容】

■要求性能等の検討

R3年度

導入ガイドライン(案)

とりまとめ

■技術公募

 道の駅等の防災拠点の耐災害性を高め
る技術に関する技術公募を実施

R4年度

技術 応募数

発電・蓄電 ９

通信 ３

R4年度

■性能確認試験の実施・導入ガイドライン（案）とりまとめ

 発電・蓄電、通信技術に関する性能確認試験等を実施
 導入ガイドライン(案)とりまとめ

「防災道の駅」制度：都道府県の地域防災計画等で、広域的な 防災拠点に位置づけられている道の駅に ついて、「防災道の駅」とし
て選定し、 防災拠点としての役割を果たすための重点的な支援を実施 14



【R2-7】 道の駅等の防災拠点の耐災害性を高める技術

○ 「道の駅等の防災拠点の耐災害性を高める技術導入ガイドライン（案）」を作成
 公募した技術について性能を確認。これを踏まえ、現時点における各技術の基本的な性能等を
紹介するもの

 道路管理者等が道の駅等の防災拠点の耐災害性を高める技術導入検討にあたって活用する
ことを想定してとりまとめたもの

○ 「防災道の駅」の管理者等に周知し、新技術の導入を促進

第1 章 導入ガイドラインの活用にあたって
1.1 はじめに
1.2 導入検討における基本的な考え方
1.3 発電・蓄電技術の概要
1.4 通信技術の概要
1.5 活用にあたって

第2 章 発電・蓄電技術

第3 章 通信技術
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＜技術要素＞
• 死角を解消する技術
• 死角からの接近を警告する技術
• 劣悪な視界を解消する技術

＜対象技術＞
• 物体検知・警告技術

• 映像鮮明化技術

【R2-8】 除雪機械の安全性向上技術

○除雪作業において助手が担ってきた安全確認作業等を新技術で代替し、効率的に作業できるよ
う除雪機械の安全性向上技術について要求性能を整理し、現場実装に向けて建設機械購入仕
様基準を策定

○令和５年度は建設機械購入仕様基準により現場実装を推進

技術テーマ等検証方法の検討

技術公募
(R2.12.18~R3.1.12)

フィールドテスト
（除雪ドーザ実機による検証）
購入仕様書（案）の検討

【検討の流れ】

R3年度

R2年度

R2年度

【今後の取組み】

【令和４年度までの検討内容】

■技術公募内容の検討

■技術公募

建設機械購入仕様基準作成

○除雪作業の安全性向上に必要な技術要素を検討
○技術要素から対象となる公募対象技術を検討

○検討で決定した「物体検知・警告技術」及び「映像鮮明化技術」に関する技術公募

■試験導入

○購入仕様書（案）を作成し、実現場に試験導入（約100台）

現場実装推進

R4年度

■フィールドテスト

○応募技術の評価（夏期・冬期）
（除雪機械への適用性検証試験を実施）
○購入仕様書（案）の検討

■建設機械購入仕様基準により直轄国道における現場実装を推進し、現場の意見を聞いて
随時改正する。

◆「物体検知・警告技術」 2技術

◆「映像鮮明化技術」 1技術

映像鮮明化技術 処理前後

鮮明化

処理前 処理後

物体検知・警告技術 検知状況

画面表示：
・検知範囲内に障害
がある場合「！」が表
示、同時に画面が赤
枠で囲われる。

警報：
・検知範囲内に障害がある
場合にブザーが発報する。
検知範囲：幅6m、距離0.5～
6.0mの範囲で設定可能

R5年度

■建設機械購入仕様基準作成

○試験導入結果により必要性能を規定した建設機械購入仕様基準を作成し、全国に周知

試験導入

R4年度
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【R2-8】 除雪機械の安全性向上技術

○建設機械購入仕様基準により全国現場実装を推進
令和５年度向け建設機械購仕様入基準（総合政策局長が定める基準）として必要な性能を規定、
全地整は、この購入仕様基準に基づき現場実装を推進する。
【導入現場の想定】
○映像鮮明化装置 視界不良により冬期道路管理に支障がある又はその恐れがある工区
○物体検知・警告装置 作業における車両後進時の事故の発生又はその恐れがある工区

○建設機械購入仕様基準の通知

■建設機械購入仕様基準の通知 ■試験導入（令和4年度）
○映像鮮明化装置の試験導入例

拡大

○映像鮮明化装置の購入仕様書例

除雪トラックの活用状況

17



【令和５年度以降の検討内容】
○フィールドテスト
〇経過観察
（計測、分析、評価等）
〇技術基準等改定案の検討

【R2-9】 広域において安定供給可能なアスファルト技術

○災害時における早期の復旧や老朽化に対応するため、広域において安定供給可能なアスファル
ト舗装技術について、求める性能、性能を確認する方法を整備

○令和５年度は、技術基準等の策定に向けた検討およびフィールドテスト（21技術実施中）、経過観察を
実施予定

要求性能等の検討

技術公募
(R3.7.28~R3.9.28)

検証技術の選定（21技術）
（R4.4.13）

フィールドテスト
経過観察（計測、分析、評価等）

【検討の流れ】

技術基準等改定案の検討

R3年度

R2年度

分類 公募する技術

製造、運搬、
施工技術

従来よりも広域への運搬が可能な技術

通常の道路交通に求められる耐久性を有し、LCCの観点か
ら既存技術との比較が可能な技術

再生利用が可能な技術

■技術公募＜広域安定供給可能なアスファルト舗装技術＞

【令和４年度の検討内容】
○実証現場の検討・選定
〇フィールドテスト

・需要の縮小、採算性低下、老朽化に伴い、
プラントの基数が減少
・材料供給の空白地域が発生する恐れあり

・1つのプラントのみから供給可能な20km

（運搬時間1時間）サービス圏（着色部）
・当該プラントの閉鎖により、合材の供給が
不可となると想定される

広域において安定供給可能なアスファルト舗装技術が求められている

R4年度

R4年度～

現場実装
18



【R2-10】 超重交通に対応する長寿命舗装技術

○超重量交通の走行増大が想定される中、LCCおよび再生利用へ配慮しつつ、超重量交通に対応
する長寿命舗装技術について、求める性能、性能を確認する方法を整備

○令和５年度は、技術基準等の策定に向けた検討およびフィールドテスト（13技術実施中）、経過観察を
実施予定

要求性能等の検討

技術公募
(R3.7.28~R3.9.28)

検証技術の選定（4工区13技術）
（R4.4.13）

フィールドテスト
（試験施工～概ね３年程度）

【検討の流れ】

R3年度

R2年度

分類 公募する技術

新材料、施
工技術

輪荷重５．７５ｔを想定して嵩上げ無しで舗装の耐久
性を向上させる技術

従来と同等もしくは少ない時間で施工・交通開放が
可能である技術（日々開放）

従来技術と比較してLCCが同等もしくは抑制される
技術

再生利用が可能な技術

■技術公募＜超重交通に対応する長寿命舗装技術＞

R4年度

R4年度～

物流が集中す
る道路では、交
通規制に伴う渋
滞による経済へ
の影響が甚大、
舗装の損傷へ
の影響も懸念

技術基準等の策定案の検討

現場実装

【令和４年度の検討内容】
○試験施工
〇モニタリングの実施

【令和５年度以降の検討内容】
○モニタリングの実施
○技術基準等の策定に向けた
応募技術の評価方法等の検討
〇技術基準等の策定方針案の
検討
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【R2-11】 土工構造物点検及び防災点検の効率化技術

○土工構造物点検及び防災点検の効率化技術について、技術検証を通して計測原理や適用条件、
計測性能等を整理し、性能カタログを整備

○令和５年度は、「計測・モニタリング」技術など性能の確認に時間を要する技術分野を主な対象と
して、フィールドテストや性能カタログの作成などを行う

検証方法の検討

技術公募（R3.7.6~R3.8.10）
応募資料による検証技術の選定

選定された技術のフィールドテスト
の条件整理

【検討の流れ】

「画像計測」以外の技術の検証
性能カタログの作成

R3年度

R2年度
【令和４年度までの検討内容】

【令和５年度の検討内容】

■「画像計測」以外の技術の検証
〇「計測モニタリング」など、性能確認にある程度の計測期間を要する技術や、大変形時の挙動
の確認が必要な技術などが対象

■性能カタログの作成
〇「計測モニタリング」など「画像計測」以外も含めた技術の性能カタログ案の作成

現場実装

「画像計測」関連のフィールドテス
ト・性能カタログ素案の作成

R4年度

R4年度

R5年度

■技術公募
〇「土工構造物点検及び防災点検の効率化技術」の技術公募

■応募資料による検証技術の選定
〇応募資料内容に基づき応募技術を選定（リクワイヤメントへの整合を確認）

画像計測（14技術） データ収集・通信（2技術）計測・モニタリング（7技術）非破壊検査（4技術）

■「画像計測」関連のフィールドテスト

設置・計測状況打音検査状況

実験フィールド

MMSによる計測状況

計測機器設置・計測状況
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【R4-1】 トンネル発破作業における自動化・遠隔化技術

○ トンネル施工の自動化・遠隔化技術の開発が進められている中で、発破に関わる作業の自動化・遠隔化技術の開発が立ち
遅れているが、従来の発破作業は被災しやすい切羽直近での作業が中心であり、自動化・遠隔化の推進が望まれる

○ トンネル発破の自動化・遠隔化技術について、行政、民間会社による勉強会を通じて技術の現状と現場実装時の課題を整理
○ 令和５年度は、行政、学識経験者等による有識者会議により、法制度面、技術開発面の両面から自動化・遠隔化技術の導

入促進を図る。

【令和５年度の検討内容】

○技術開発の促進、海外技術導入のための環境づくりに必要な方策を検討
○技術開発の面からは、SIP等の研究開発における方向性について助言を得る
○法制度面からは、海外技術を導入する際の法制度面の規制緩和について検討

トンネル発破の自動化・
遠隔化技術の現状と課題整理

勉強会

有識者会議

【検討の流れ】

R5年度

R4年度

R4年度
【令和４年度の検討内容】

■トンネル発破の自動化・遠隔化技術の現状と課題整理

■勉強会

○各社の技術開発の現状
○トンネル発破の現状と課題の共通認識
○自動化・遠隔化を進めるうえでの課題と対応策についての意見交換

■有識者会議

現場実装

○国内の発破技術の現状と課題整理
○発破に関わる事故事例調査
○海外の発破技術の現状

フィールド実証
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【 R4-2 】 舗装工事の品質管理を高度化する技術

○舗装工事の品質管理の高度化に資する技術の現場導入を推進するため、新たな計測手法に対
する性能の確認手法の確立、新たな技術に対応した技術基準類の整備

○令和５年度は、技術基準等の策定に向けて、フィールドテストを実施

要求性能等の検討

技術公募
(R5.2~R5.3)

検証技術の選定

フィールドテスト

【検討の流れ】

技術基準等の策定案の検討

R4年度

R4年度

【令和４年度の検討内容】
○要求性能等の検討
○技術公募
〇検証技術の選定

R4年度

R5年度

現場実装

【令和５年度の検討内容】

■フィールドテスト

○応募された技術内容を確認するためフィールドでの技術検証

工種 応募する手法 品質管理項目

下層路盤
従来の代替手法

締固め後の密度

締固め後のたわみ量

地盤反力係数

骨材の粗粒率、粒度曲線

材料の液性限界、塑性限界

材料の含水比

新たな管理手法 新たな管理項目

上層路盤
従来の代替手法

締固め後の密度

骨材の粒度分布

地盤反力係数

材料の液性限界、塑性限界

材料の含水比

新たな管理手法 新たな管理項目

アスファルト
舗装工

従来の代替手法

舗装後の密度

舗装時の温度

異常の有無

舗装表面のすべり抵抗値

新たな管理手法 新たな管理項目

路床なども含め道路構
造物として品質管理の
高度化に資する技術

新たな管理手法 新たな管理項目

【現場で実施している品質管理】

砂置換法による路盤の密度管理 温度計による転圧温度測定

コア採取による舗装の密度管理

・「非破壊で品質管理を実施し、現場
における 作業性、品質管理の向上を
図れる技術」

・「リアルタイムで施工時のデータを習
得し、現場の省力化を図れる技術」

【求められる技術】
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○公募対象技術の
リクワイヤメントを検討

○舗装点検と道路巡視（今年度はポットホールが対象）に資する路面の点検支援技術について、実
道試験を通して性能等を整理し、性能カタログを拡充予定（R5.3現在：3技術掲載）

○令和５年度は、応募された技術の現場検証を踏まえ、性能カタログを拡充するとともに、あらため
て技術公募を実施

【令和５年度の検討内容】

○令和４年度の検討結果を踏まえ、性能カタログを拡充

○令和４年度と同様に公募対象技術の検討、技術公募、実道試験を実施

公募対象技術の検討

技術公募
(R4.10.31~R4.11.30)

フィールドテスト
［舗装点検・道路巡視］ (R5.1～2)

性能カタログ拡充
（R5.4とりまとめ予定）

※R5,6は年度内とりまとめ予定

【検討の流れ】 【令和４年度の検討内容】

■公募対象技術の検討

■技術公募～実道試験

○舗装点検・道路巡視の支援技術の公募

■公募～現場検証

■性能カタログの利用・拡充

○実道を用いた技術検証の実施

現場実装

【R4-3】 ICT・AIを活用した道路巡視の効率化・高度化技術

実道（国道1号）での検証[舗装点検] 実道（土研内道路）での検証[道路巡視]

公募技術の把握項目 応募技術数（重複あり※）

舗装点検

ひび割れ率

26件わだち掘れ量

IRI

道路巡視 ポットホール 10件

※全技術合計は31技術
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○ 2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、道路分野においても脱炭素社会の実現に貢献していく必要。
○ 路面太陽光発電技術の実現可能性について、求める性能等を確認するため、新たな技術の公募を開始。
○ 令和５年度は、検証する技術の選定、実証に向けた調整・試験を実施。

【令和５年度の検討内容】
○新技術の公募結果のとりまとめ
○応募技術の内容確認、選定
○現場実証に向けた調整

【令和４年度の検討内容】
○公募対象技術の検討（要求性能、評価基準等）要求性能等の検討

検証技術の選定

結果とりまとめ
（分析、評価等）

【検討の流れ】

R5年度

R6年度

R4年度

現場実装に向けた検討

技術公募
（R5.3.6～R5.4.28）

R4～5年度

性能試験等

R5～6年度

（参考）再生可能エネルギーの活用状況

（参考）限られた道路空間を有効活用するため、
太陽電池を組み込んだ道路舗装システムの技
術開発、活用が国内外で進められている

フランス（Colas社製品） オランダ（Ooms社製品）

㈱NIPPO提供

出典：国土交通省道路局調査結果（平成25年度時点）

道路照明

約719GWh

トンネル

約1,226GWh

表示板等

約142GWh

道の駅、SAPA

約336GWh

管理事務所等

オフィス

約88GWh

料金所

約218GWh

ロードヒーティング

（冬季のみ運用）

約177GWh

その他（換気所、排水ポンプ等）

約156GWh

電力消費量

3,060GWh/年

※ 国道、都道府県道、政令市道、高速道路における電力消費量

道路の電力消費量

電力消費量：

約3,060GWh/年

(約140万㌧- CO2 )

太陽光、265箇所
96.7%

風力、4箇所
1.5%

水力、5箇所
1.8%

年間発電量：約13GWh（換算値）

道路における再エネ発電の構成割合

年間発電量： 約 13GWh（換算値）

※ 国道、都道府県道、政令市道、高速道路に
設置されている再生エネルギー発電設備

出典：国土交通省道路局調査結果（令和３年度末時点）

＜求められる技術＞
① 大型車両等を含めた交通荷重への対荷性や、地

震、浸水等の災害に対する耐久性
② 道路管理用電力へ活用できるよう、十分な発電

量・発電効率が発揮される
③ 低コストかつ容易に施工・維持管理が可能であり、

道路交通に支障が生じないよう、破損時の早急な
修繕等が可能

＜要求性能、評価基準＞
〇道路本体に関する要求性能
機能性、安全性、維持管理性

〇路面太陽光発電パネルに関する要求性能
耐荷性能、耐久性能、環境性能、機能性

〇システム全体に関する要求性能
耐災害性能、施工性、安全性

【R4-4】 路面太陽光発電技術
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